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卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
、
本
学
が
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

ま
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
式
典
、

祝
賀
会
な
ど
関
連
す
る
記
念
行
事
を

盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
同
窓
会
の
絶
大
な

る
ご
支
援
あ
っ
て
こ
そ
と
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

記
念
行
事
の
中
で
特
に
好
評
だ
っ

た
の
は
、
卒
業
生
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と

し
て
児
童
教
育
学
科
か
ら
松
下
利
衣

さ
ん
と
吉
満
昭
代
さ
ん
、
生
活
科
学

科
か
ら
飯
田
美
千
代
さ
ん
、
宮
園
真

紀
さ
ん
、
久
保
美
佐
子
さ
ん
、
教
養

学
科
か
ら
鳥
羽
啓
子
さ
ん
、
そ
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
教
養
学
科
卒

で
Ｍ
Ｂ
Ｃ
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
活

躍
の
柴
さ
と
み
さ
ん
と
い
う
面
々
で

し
た
。

　

卒
業
後
の
歩
み
や
現
在
の
お
仕
事

の
こ
と
、
さ
ら
に
は
在
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
熱
心
な
ト
ー
ク

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
短
大
で

の
学
び
を
基
に
、
社
会
で
ま
た
家
庭

で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
お
話
は
、
在

学
生
に
と
っ
て
自
分
の
将
来
を
考
え

る
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
か
ら
体
育
館
ス

テ
ー
ジ
用
の
演
台
一
式
を
新
調
し
寄

贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。
初
代
演
台
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
重
厚
で
格
調
高

い
演
台
で
す
。
本
学
の
誇
り
の
一
つ

と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
が
、
新
会
長
俵

積
田
惠
美
子
さ
ん
の
も
と
、
ま
す
ま

す
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

　

同
窓
会
す
み
れ
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と

と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
創
立
50
周
年
記
念
同
窓
会

す
み
れ
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

女
子
短
は
「
高
い
教
養
と
豊
か
な

情
操
を
培
い
、
社
会
に
役
立
つ
魅
力

あ
ふ
れ
る
実
践
的
な
女
性
の
育
成
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
す
み

れ
会
で
も
会
員
の
皆
様
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
「
す
み
れ
会
講
座
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
は
「
苔
玉
作
り
」
、
第
２

回
は
「
言
葉
の
贈
り
物
」
、
今
年
度

の
第
３
回
は
「
初
め
て
の
か
ご
し
ま

郷
土
料
理
」
で
す
。

　

ま
た
新
事
業
と
し
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｓ

（
す
み
れ
会
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
ト
）
事
業
は
、
親
子
二
代
以
上

の
同
窓
会
会
員
に
対
し
て
お
祝
を
進

呈
し
ま
す
。
今
年
度
は
対
象
親
子
が

37
組
で
し
た
。
10
月
13
日
に
セ
レ
モ

ニ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｖ
Ｓ

（
す
み
れ
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
）
事
業
は
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
等
に

対
し
て
、
交
通
費
等
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
以
上
の
事
業
が
、
鹿
児
島

女
子
短
期
大
学
の
ご
発
展
に
寄
与
で

き
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

尚
、
す
み
れ
会
は
「
す
こ
や
か
Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
委
員

会
」
の
一
員
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
名
誉
会
長
の
ご
指
導
を
賜
り
な

が
ら
、
新
会
長
と
し
て
の
責
務
を
果

た
し
て
い
く
所
存
で
す
。
新
役
員
と

会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
会
会
長　

俵
積
田
惠
美
子
（
旧
姓 

永
野
）

同
窓
会
「
す
み
れ
会
」
名
誉
会
長

第
８
期
生
（
昭
和
49
年
３
月
）
卒

児
童
教
育
学
科（
幼
児
教
育
学
専
攻
）

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学  
学
長　

幾
留
秀
一

創立50周年記念 同窓会 すみれ会

卒業生がシンポジストとして参加

同窓会より演台一式を寄贈



すみれ会講座

講　師：鳥羽 啓子【教養学科卒業生】
開催日：平成28年２月７日（日）

新春すみれ会

わらべうた・絵本の読み聞かせ・
ストーリーテリングを通して

言葉の贈り物第2回

すみれ会講座

講　師：千葉 しのぶ
　　　 【生活科学科 食物栄養学専攻卒業生】
開催日：平成28年12月26日（月）

第１回かんたんおせち
初めてのかごしま郷土料理第3回

※詳しい内容は、鹿児島女子短期大学ホームページ
　（http://www.jkajyo.ac.jp/introduction/alumnus/）をご覧ください。

・ホームページもぜひご覧ください。

・住所、氏名の変更はお知らせください。

連　絡　先

シオンちゃん
（本学のイメージキャラクター）

鹿児島女子短期大学同窓会
TEL. 099-254-9191

平成28年度すみれ会役員名簿（2016年11月現在）
会　長 俵積田惠美子 （永野） 第８回卒（昭和４９年３月卒） 名誉会長 学　　長 幾留　秀一

副会長

植村真己子 第２０回卒（昭和６１年３月卒）
顧　問

事務局長 松江　忠弘

柴　　里美 第２１回卒（昭和６２年３月卒） 事務局次長
兼総務課長 南谷　　久

宮園　真紀 第４３回卒（平成２１年３月卒）

監　査
長友ゆかり （寺園） 第１３回卒（昭和５４年３月卒）

宮内　朝世 第３５回卒（平成13年３月卒）

書　記
総務主任 川畑　友佳 第１９回卒（昭和６０年３月卒）

司　　書 德永　加奈 第４４回卒（平成２２年３月卒）

すみれ会講座

講　師：柴 里美【教養学科卒業生】
開催日：平成27年１月18日（日）

新春すみれ会
ガーデニング編第１回


